
ユニバーサル プロダクト デザイン
誰にでも使いやすい製品・サービスの提供を目指し、ユニバーサルプロダクトデザイン（以下、UD）を推進しています。
花王のパーパス「豊かな共生世界の実現」を礎に、誰一人取り残さない社会に向けて着実な一歩を歩んでいきます。​

リスク​

● �UD配慮製品や使用方法
の情報提供において、​
他社が先行することに​
よるブランド価値の低下
と事業機会の損失

● �UD配慮が不十分な製品
による生活者の誤使用
や安全性の低下、多様
性配慮不足による企業・
ブランドの信頼性の低下

● �「障害者差別解消法」など
の法規制に基づく訴訟
や企業・ブランドの​
信頼性の低下

● �高齢者や多様な生活者
への対応を通じた市場
拡大、およびそれによる​
新たな収益源の創出

● �製品の使いやすさ向上
による生活者の不満や
クレームの減少、および​
関連コストの削減

● �顧客ロイヤルティと​
リピート購入率の向上に
よる長期的な売り上げの
安定

活動実績

「ビオレ ザ ボディ​
泡で出てくるボディウォッシュ 
シャワーヘッド」 ①

「リリーフ パンツタイプ ​
上げ下げらくらくうす型パンツ 
２回分」パンツの前後表示の​
工夫で識別性を向上　①

「聞けばわかるヘアスタイリング」
「みんなのスキンケアメソッド」
「聞くだけでコツがわかる​
ミラーレスメイク」の展開 ②

「点字シール改訂」と​
「視覚障がい者向け情報提供」
のウェブサイト作成 ②

ウェブアクセシビリティ改善に
よるUX向上 ②

ユニバーサルマナー研修の展開​
③

指標 目標 実績（2025年）

�花王ユニバーサルデザイン​
ガイドラインに適合する新製品、​
改良品の比率（日本）​ ①

100%​
2030年

ー

「障がい者向け情報提供リーチ数」
（ウェブコンテンツPV数・ろう、
もう学校向け授業実施数など） ②

ー 50,891

点字シール普及数（累積）​​ ② ー 8,804

�花王のウェブサイトでの
WCAG2.1レベルAA対応率​​ ② ー 84％

花王の字幕対応CM率​​ ② ー 81%

機会

● �UD配慮製品展開による
ブランド価値・​
ロイヤルティ向上と​
事業成長​

● �UD視点に立った​
製品使用に関する​
情報発信によるブランド
価値・ロイヤルティ向上
と事業成長​

● �QOL向上支援活動と
連動したマーケティング
による事業機会創出と
事業成長

● �生活者の製品使用に​
おける安全性確保と​
効率化による安心・​
快適性の向上

● �多様な生活者の豊かな
暮らしへの貢献

● �業務用製品による顧客
施設（医療、宿泊、飲食
など）の作業効率化およ
び多様な社員の活用拡
大による経営への貢献

戦略

全
体

①「製品を知る」「選ぶ」「買う」
「使う」「廃棄する」​
生活者導線でのUD展開

製
品
・
情
報
発
信​

② �多様性に配慮した情報提供
とコミュニケーションの展開

③ �インクルーシブな視点による
幅広い活動の展開

外
部
連
携​

④ �障がい者視点を持つ企業、
行政、消費者団体との連携​

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

GRI 417-1
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戦略
「ユニバーサル プロダクト デザイン（以下、UD）」のリスク低減と機会創出に向け、花王らし
く、実効性があり、事業成長と社会課題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、
新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりです。

● �文化、国籍、信念、人種、性別、アイデンティティ、能力にかかわらず、誰もが使いやすい
製品およびアクセスしやすい情報の提供

● �高齢化社会の進展に伴って重要性が増す、製品の選びやすさ、使いやすさや情報の​
わかりやすさ

● �これまでの製品や情報に潜在していた、多様なバックグラウンドを持つ人々の声への​
気づき

 戦略​
特定されたリスクと機会への対応として、花王は以下の戦略を策定しています。
ユニバーサルプロダクトデザインの推進は、中期経営計画「K27」の基本方針「持続可能な社
会に欠かせない企業になる」の実現を支える戦略です。花王のDE&I方針「社会のダイバーシ
ティ、エクイティ、インクルージョン」に基づき、生活者一人ひとりに寄り添った「よきモノづくり」
を通じて、多様なバックグラウンドを持つ人々が共につながり豊かに共生する社会の実現を目指
していきます。

① 「製品を知る」「選ぶ」「買う」「使う」「廃棄する」生活者導線でのUD展開
製品のすべてのタッチポイントにおいて生活者目線を徹底し、多様な顧客ニーズに応える製
品・サービスを提供する。これにより生活者が抱える課題の解決に寄与するとともに、差別化や
付加価値による競争優位性を高め、収益性の向上にもつなげる。

② 多様性に配慮した情報提供とコミュニケーションの展開
多様性に配慮した、わかりやすくアクセシビリティの高い情報提供やコミュニケーションを行

い、多様な生活者が必要とする情報をきめ細かく届けることで、利用者便益を高める。

③ インクルーシブな視点による幅広い活動の展開
年齢、性別、国籍、障がいの有無など多様なバックグラウンドを持つ生活者・顧客が、誰一人
取り残されることなく製品やサービスを利用できる支援ツールの開発・提供など、インクルーシ
ブな視点を取り入れた幅広い活動を推進し、多様な生活者・顧客に共感される価値提案を行う。
生活者・顧客の課題解決に向けた支援活動により、ブランドへの信頼やロイヤルティの向上に
つなげる。

リスク​
● �UD配慮製品や使用方法の情報提供において、他社が先行することによるブランド価値
の低下と事業機会の損失

● �UD配慮が不十分な製品による生活者の誤使用や安全性の低下、多様性配慮不足による
企業・ブランドのファンの減少と信頼性の低下

● �「障害者差別解消法」などの法規制に基づく訴訟や企業・ブランドの信頼性の低下

機会
● �UD配慮製品展開によるブランド価値・ロイヤルティ向上と事業成長​
● �UD視点に立った製品使用に関する情報発信によるブランド価値・ロイヤルティ向上と
事業成長​

● �QOL向上支援活動と連動したマーケティングによる事業機会創出と事業成長

関連する取り組み: � P97  「聞くだけでコツがわかるミラーレスメイク」の展開、 P98  ウェブアクセシビリティ改善によるUX向上

快適な暮らしを
自分らしく送るために

QOLの向上

清潔で美しく
すこやかな習慣
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戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、次のような財務インパクトや環境・社会インパクトを生み出すことができ

ると考えています。  目標と進捗

戦略のレジリエンス
「花王ユニバーサルデザイン指針」に基づく製品開発と、多様な生活者に向けたわかりやすい
情報提供を継続することで、他社との差別化を図り、ブランド価値を維持・向上させています。
また法規制対応を徹底し、多様性と安全性を考慮した製品設計を進めることで、訴訟リスクや
信頼性の低下を防止しています。これにより、予期せぬ市場変化や競争環境にも柔軟に対応で
きるレジリエンスを確保しています。

④ DE&I視点を持つ企業、行政、消費者団体との連携
DE&I視点を持つ企業、行政、消費者団体との連携強化を通じて、当事者の意見を反映した
高水準な製品・サービスを開発し、新市場の創出やさらなる付加価値の提供につなげる。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗状
況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。

本テーマでは、誰にとっても使いやすい製品・サービスの提供を目指し、製品設計段階にお
けるユニバーサルデザイン（UD）への適合状況を示す指標として、花王ユニバーサルデザイン
ガイドラインに適合する新製品・改良品の比率を設定しています。本指標は、製品設計におけ
る使いやすさや安全性に関する一定の品質水準を担保するためのものであり、これまで3年連
続で99％を達成するなど、高い水準で推移してきました。一方で、本指標は設計上の適合状況
を示すものであり、多様化する生活者のニーズや使用実態といった観点については、十分にとら
えきれていないと認識しています。こうした状況を踏まえ、次のステージとして、より事業成果や
生活者価値と連動した指標への進化を図ります。具体的には、2026年度中にグローバルで運
用可能な新UDガイドラインを策定し、2027年度以降、新たなKPIの運用を試験的に開始する
予定です。移行期間中も、新製品・改良品のUD対応は継続して推進してまいります。

※1 旧定義による値　※2 新指標体系への移行準備期間のため2025年度は集計なし

財務インパクト
● �高齢者や障がい者、外国人など多様な生活者への対応を通じた市場拡大、​
およびそれによる新たな収益源の創出

● �製品の使いやすさ向上による生活者の不満の減少、および関連コストの削減
● �顧客ロイヤルティとリピート購入率の向上による長期的な売り上げの安定

環境・社会インパクト​
● �生活者の製品使用における安全性確保と効率化による安心・快適性の向上
● �多様な生活者の豊かな暮らしへの貢献
● �業務用製品による顧客施設（医療、宿泊、飲食など）の作業効率化および多様な社員
の活用拡大による経営への貢献

戦略 指標
実績 中長期目標

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①

花王ユニバーサル​
デザインガイドライン
に適合する新製品、​
改良品の比率（日本）

（53%）※1 98% 99% 99% 99% ー※2 100% 2030

快適な暮らしを
自分らしく送るために
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花王は、製品開発にとどまらずコミュニケーションにおいてもUD視点を取り入れた取り組み
を年々強化しています。
ろう、もう学校向けの「手洗い教室」授業コンテンツは、2023年より養護学校にも対象を拡大

しより多くの特別支援学校に活用されております。

ガバナンス

リスク・機会管理

グローバルコンシューマーケア部門を主管部門として、次の3つの会議体を定期的に開催し、
「ユニバーサル プロダクト デザイン」における戦略を推進しています。 
事業部門長および各部門責任者が参加する会議では、ESGコミッティにおける議論内容や海
外規制動向、各事業における対応方針など、ESG推進に関する情報共有を行うとともに、重要
課題や方針について議論しています。 
また、総括および事業部門長、研究開発部門、生産部門、購買部門などの責任者が参加する
会議では、新製品や大規模投資を伴う案件について、製品性能や製品価値、収支を含めた事業
性をグローバルな視点から議論しています。 
さらに、事業部門ごとに、事業部門、研究部門、生産部門、品質保証部門などの責任者や担
当者が参加する会議を開催し、商品化に関わる製品性能や製品価値、事業性について、ESGの
観点も含めて確認しています。

 方針
 花王では「ユニバーサル プロダクト デザイン」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイ
ドラインとして次の方針を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。

 管理プロセス
「ユニバーサル プロダクト デザイン」におけるリスク・機会に対する取り組み状況について
は、下記のとおり計画策定、活動実施、活動結果評価のプロセスで管理し、着実な改善を図っ
ています。

P�（リスク・機会の確認）
GC･ESG推進会議において、グローバル規制や顧客要請などの各種動向をモニタリングし、

それに伴うリスク・機会を確認。確認したリスク・機会に基づき、対応方針を検討。

D（リスク・機会に基づく対応）
GC･ESG推進会議で決定した対応方針を関連部署へ展開し、具体的な活動を推進。方針を製
品開発プロセスに反映し、必要に応じて承認・確認。各種活動の内容を社内外に開示。
※ 各活動は、取り組み（P97～98）をご覧ください。

C（対応状況のモニタリングと評価）
GC･ESG推進会議において、実施中の対応活動の進捗状況を報告・評価。必要に応じて、活
動内容や結果をESGコミッティに報告し、提案事項を共有。

A（課題への対応と改善）
モニタリング結果や提案内容に基づき、活動方針や実施体制を必要に応じて改善。リスクへ
の対応策や取り組み内容の継続的な改善を図る。

花王ユニバーサルデザイン指針
https://www.kao.com/jp/sustainability/me/universal-design/guidelines/

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

 指標と実績

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年

②
「障がい者向け情報提供リーチ数」
（ウェブコンテンツPV数・ろう、​
もう学校向け授業実施数など）

19,543人 45,340人 45,555人 50,891人

② 点字シール普及数（累積） 3,620セット 7,218セット 8,048セット 8,804セット

② 花王のウェブサイトでのWCAG2.1​
レベルAA対応率 20% 42% 83% 84%

② 花王の字幕対応CM率 53% 82% 75% 81%

快適な暮らしを
自分らしく送るために
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 取り組み
花王では、「ユニバーサル プロダクト デザイン」の推進に向け、さまざまな取り組みを行って

います。これらの取り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に
向けて推進されています。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み例

全体

①「製品を知る」​
「選ぶ」「買う」「使う」
「廃棄する」生活者
導線でのUD展開

「ビオレ ザ ボディ 
泡で出てくる​
ボディウォッシュ 
シャワーヘッド」

「リリーフ パンツタイ
プ 上げ下げらくらくう
す型パンツ ２回分」パ
ンツの前後表示の工
夫で識別性を向上

製品・
情報
発信

② �多様性に配慮した
情報提供と​
コミュニケーション
の展開

「聞けばわかるヘアス
タイリング」​
「みんなのスキンケア
メソッド」「聞くだけ
でコツがわかる​
ミラーレスメイク」の
展開

「点字シール改訂」と
「視覚障がい者向け
情報提供」のウェブ
サイト作成

ウェブアクセシビリ
ティ改善によるUX
向上

③ �インクルーシブな
視点による幅広い
活動の展開

ユニバーサルマナー
研修の展開 

外部
連携

④ �障がい者視点を​
持つ企業、行政、
消費者団体との​
連携

快適な暮らしを
自分らしく送るために

QOLの向上

清潔で美しく
すこやかな習慣

> �ユニバーサル  
プロダクト デザイン
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誰もが自分らしくメイクを楽しめる
世界を目指して

「きれいになりたい」「かわいくなりたい」という気持ちは、誰にとっても同じで
す。そんな想いから、音声を頼りに、鏡を使わずにメイクができる「ミラーレスメ
イク」を開発しました。
見えにくさを理由にメイクを諦めていた方がもう一度挑戦できたり、初心者の
方が自分のペースで練習できたりと、メイクのハードルを少しでも下げられたら
うれしいです。
メイクは、気分を高め、自信をくれるすてきなツールのひとつです。失敗を恐
れず、自分らしくメイクを楽しめる世界が広がってほしいと願っています。実際
に利用された方からは、「諦めていたことができるようになった」「視覚に頼らな
いメイクが形になって感動した」といった声も届いています。
ミラーレスメイクはまだ誕生したばかりですが、もっと多くの人に愛され、誰
もが自由に美を楽しめる、やさしい社会の実現に向けて育てていきたいと思いま
す。これからも当事者（生活者）の声を大切にしながら、機能やガイドの改善を
重ね、より多くの方に届くよう広く発信してまいります。

岩谷 冴夏
花王株式会社​
PR戦略部門　PR戦略センター​
社会貢献部

社員の声

「聞くだけでコツがわかるミラーレスメイク」は、視覚障がいのある学生を対象
とした、就労前身だしなみセミナーで得た気づきをきっかけに、開発へとつなげて
いきました。私たちが伴走しながら仕上げたメイクを見て、周囲から自然に「きれ
い」「かわいい」といった声があふれ、その言葉を当事者が聞いてうれしそうにす
る様子に、会場が笑顔に包まれた体験が原点です。
その後、より多くの当事者への調査を行ったところ、視力低下によるメイクの失
敗への不安から、メイクをやめてしまった人が少なくないことがわかりました。そ
こで「何があれば続けられるのか」を徹底的に考え、多くの声を反映して完成した
のが「ミラーレスメイク」です。
鏡の有無を問わず、特定の化粧品に限定することなく、手持ちのアイテムで実
践できる点が特長で、音声を聞きながら手を動かすだけで自然な仕上がりに導き
ます。好きな時間・場所で繰り返し練習できる点も特長です。現在、補足動画を
含む全5コンテンツをウェブ上で公開しており、2026年夏には追加4コンテンツ
の公開を予定しています。

「聞くだけでコツがわかる
ミラーレスメイク」の展開

地域：日本

対応する戦略：②

快適な暮らしを
自分らしく送るために
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生活者理解から始まる、 
誰にとっても使いやすい 
サイトづくり

一般的なアクセシビリティ改善と聞くと、どうしても障がい当事者に向けた対
応ととらえてしまいがちではありませんか。私も実際に調査会場に足を運びモニ
ターとして参加していたのですが、ページの情報量が多いと読むのに時間がか
かる、色が多用されているサイトを見ると目がチカチカしてしまうなど、自分自
身に置き換えても該当するケースがありました。私は今回のサイト体験調査を通
じて、健常者・障がい当事者関係なく、生活者の誰もがユーザー体験改善の対
象者になるという気づきを得ました。私はこの貴重な経験を活かして、本来ある
べきアクセシビリティ改善をするために、生活者の行動や気持ちを知り、「理解」
と「共感」することを大切にしていきたいと思います。そして、生活者にとっての
ウェブサイトの使いやすさ、どんな媒体でも正しい情報を届けることを目指し、
ユーザー体験のさらなる向上につなげていきます。

近藤 広崇
花王株式会社
デジタル戦略部門情報システムセンター
カスタマーリレーションシップマネジメント部

社員の声

花王グループは2022年に「誰にとってもアクセスしやすいデジタル情報発信」
を目指し、国際的なウェブアクセシビリティの基準であるWCAG 2.1レベルAAを
目標とする方針を発布しました。
花王はこれまで「よきモノづくり」として、ユニバーサルデザインの観点から、

「誰にでも使いやすい」製品やサービス提供（ボトルシャンプーの刻みや点字シー
ルの配布活動など）を実施してきましたが、「よきモノづくり」の次のステップとし
て、ウェブ版ユニバーサルデザインに着手しました。
サイト制作会社向けに花王独自のチェックシートを導入するとともに、説明会
による社内外への啓発、FAQサイトやサポート窓口の開設により、国内主要サイ
トの約8割がアクセシビリティの見直しを実施するに至りました。
2024年には、障がい当事者によるサイト体験調査を実施しました。その結果、

これまでの取り組みによる一定の効果が確認されたことに加え、ユーザーの声か
ら改めて多くの気づきを得ることができました。今後もユーザー体験のさらなる
向上に向け、取り組みを続けていきます。

ウェブアクセシビリティ改善による
UX向上

地域：グローバル

対応する戦略：②
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私は、視覚障がい当事者であり、元花王社員です。在職
中は化粧品事業において広報業務に携わり、周囲の多く
の社員から助言を得ながら、メイクの楽しさを知りました。
当時は流行のメイクに憧れつつも、自分には難しいと感

じていた経験があります。同じ思いを抱える障がい者にこ
の楽しさを届けたいと模索しましたが、在職中には形にす
ることはできず、退職しました。その後、元同僚から声を
かけられ、今回のプロジェクトに参加しています。
最大の課題は、視覚情報に頼れない中で、個人差のあ

る感覚を「言葉」に落とし込むことでした。重要だったの
は文字量ではなく、伝わる設計であり、動画を組み合わせ
た手法は非常に有効でした。
メイクには、身だしなみとしての役割と、前向きな気持

ちを引き出す力があります。メイクをすると自然と顔を上
げ、人と向き合えるようになる。その「メイクは楽しい」と

いう体験を、誰もが得られる社会にしたいと考えていま
す。本プロジェクトを通じ、障がい者への本質的な配慮を
実践する花王の企業姿勢が正しく評価され、価値として
広がっていくことを願っています。

社外ステークホルダーからの期待と提言

山本 さみ 氏 
視覚障がい者ライフサポート機構“viwa”

配慮を「言葉」と「設計」にするという挑戦
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左：“viwa”の奈良さん　中央：“viwa”の山本さん　右：花王の岩谷さん
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